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研究要旨 水素分子 (H2)は、生体内で抗酸化作用・抗炎症作用とエネルギー代謝
促進を示す。予備的な臨床試験では、H2を水に溶かした水素水がミトコンドリア
病の病態を改善したことが報告され、パーキンソン病患者への有効性も示され
た。その水素が効果を発揮するための分子機構の解明に努めた。水素は脂質の酸
化を抑制し、フリーラジカルによる連鎖反応を低下させることが判明した。水素
水と水素ガスの投与は、将来的にミトコンドリア病の改善に有効であることが推
察された。  

 
 

Ａ．研究目的 

 水素分子(H2)に生体内抗酸化作用があることを

2007 年に私たちが発表して以来、水素に関する医

学論文は300報以上にも及ぶ。これらの発表には、

水素による抗酸化作用だけでなく、抗炎症作用、

脂質代謝亢進作用など多種多様の効果が含まれる。

また、動物実験だけでなく、次第に臨床試験の研

究が増え、その効果が報告されている。 

 すでに、ミトコンドリア病に対する水素水の効

果が報告されている。また、ミトコンドリア異常

と病態の関係が指摘されているパーキンソン病患

者にも水素水が自由摂取させ、改善することが報

告されている。 

 当初は、水素とヒドロキシルラジカルの反応に

よって酸化ストレスが低下することを提唱したが、

それだけでは、説明しきれないことが多く、水素

がエネルギー代謝を改善するメカニズムの解明が

必要である。 
 分担研究者らは、低濃度の水素ガスの吸引、水

素水の飲用によって、水素の効果を発揮するメカ

ニズムとして、細胞膜のフリーラジカル連鎖反応

に注目した。 

 
Ｂ．研究方法 

 水素はガスクロマトによって定量した。

1,2,3,4-tetrahydro-fl-carboline (THBC) や

2,2'-Azobis(2-methylpropionamidine)  

 

dihydrochloride (AAPH)のようなラジカル反応誘 

発剤を使って、ラジカル反応を誘因し、細胞死と

ミトコンドリア活性と脂質の過酸化を調べた。細

胞死は、LDH の漏れ、ミトコンドリア活性は

AlamaBlue の変化、過酸化脂質は、特異的蛍光色

素によって定量した。 

 

（倫理面への配慮） 

動物実験に関しては、「動物の愛護及び管理に関

する法律」で明文化された3R を尊守し、「日本医

科大学動物実験指針」に従って日本医科大学動物

実験委員会に「動物実験計画書」を提出し、承認

を受けて行う。 

 

Ｃ．研究結果 

 本研究において、水素は脂質部分に水溶液よる

も２倍蓄積すること、５倍も保持されることを明

らかにしたので、水素は細胞膜上でより効果を発

揮することが示唆された。さらに、 

1,2,3,4-tetrahydro-fl-carboline (THBC) や

2,2'-Azobis(2-methylpropionamidine) 

dihydrochloride (AAPH)のようなラジカル反応誘

発剤による細胞障害も抑制したので、水素は少量

でも脂質ラジカルを抑制することにより連鎖反応

を抑制して細胞を保護することを明らかにした。

さらに、低い水素濃度でも、細胞膜の脂質過酸化

を抑制することを明らかにした。 
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Ｄ．考察 

 パーキンソン病は、ミトコンドリアの品質管理

の破綻が原因のひとつと考えられており、酸化ス

トレス亢進によって黒質細胞の障害が原因と考え

られるようになっている。そのため、パーキンソ

ン病に水素が有効であることは、ミトコンドリア

病への有効性も強く示唆する。 
 

Ｅ．結論 

 ミトコンドリア病の病態改善に、水素水または水

素ガスの吸引による改善効果が示唆された。 
 

Ｆ.健康危険情報 

 無し 
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